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（Edmund G. A. Husserl, 1859-1938）は，人の意識というものは世界の何事か
についての意識であって，言い換えれば世界の対象や事象に向けられて初め
て意識というものは成り立つと述べ，その性質を志向性（Intentionality）と
人間学の探究（７）～人間にとって「信じる」とは何か～ （ 97 ）
呼んだ。「信じる」という心的態度もまた，その意識の一つの状態であり，
志向性を有しているが故に対象を必要とする。










































































　発話 ⑺ の話者が心的状態 ⑻ を有することを求める適切性条件が誠実性条





されていないが命題とイコールではない，ということである。⑺ にも ⑻ に





















　　⑾　（A が B に）「B さん，掃除を手伝ってくれませんか。」　〔発話〕
　　⑿　A は B が掃除を手伝うことを欲している。　〔心的状態（＝欲求）〕




























































　では，⑴ や ⑷ ～ ⑹ のように「信じる」を言語化して発話するのはどのよ
うな時であろうか。⑴ の段階ではそれが発話なのか信念なのか区別しなかっ
たので，ここで再度整理しておきたい。発話⒇の前提となる心的状態は信念
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と見做す行為が行われるときの勇気と決断。そこには心を熱くするものが生
み出される。客観的には 10 パーセントに満たない不確実な事柄を，自分の
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